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修士論文要旨
１．調査実験
　本研究では、高いユーザーエクスペリエンス（UX）の
主観的要素の分析を行う。使用して初めて理解できる体験
こそが、製品・サービスに対し愛着心を生み出し、継続し
て使用し続けられると仮定する。また、その継続的な使用
を周囲からは、肯定的情報、成功体験として、相対的優位
性をアピールすることができ、未採用者に対し、普及につ
なぎ、成功体験の要素の伝播、成功体験の有効性を確認す
る。
２．UXにおける時間要素の分析
　アンケート調査にて、「興味関心の時間軸での浮動」と
「長期間使用による影響」の２つの観点からUXの要素を特
定すること試みた。iPhoneを対象にアンケート調査を実施
した。iPhoneの所有期間を、所有する前で見聞きした時点
に時間軸で区切りで時点を比較した。結果、「自分にとって
は必要だ」「手放せなくなりそう」という声が強く、かつ現
在の時点でも、その印象は高く保つことが有意差判定に
よってわかった。特に、長期ユーザーに強い傾向が見られ、
継続的な肯定的な成功体験を与えていることをつかむこと
ができた。次に、iPhoneの長所について、使用歴別に推移
を調べた。結果、「高機能」「処理速度、パフォーマンスの
高さ」などが、長期ユーザーに有意に見られた。使用期間
の浅いユーザーでは感じることは低く、長期ユーザーなら
ではが醸し出す主観的要素であり、見かけやデザイン、重
さなど表面や外見ではなく、使って初めてわかる心地よさ、
満足感の要素が肯定的な成功体験となって、長期にわたり
蓄積されている様態を捉えられた。
３．「普及過程曲線」に基づくUXの要素分析
　被験者を、携帯電話の「使用期間の長さ」と「動機の強
さ」の２つの設問の組み合わせにより、初期採用者と後期
採用者にカテゴリー分けを行った。この２つのグループ間
において、携帯電話に対する印象、携帯電話を通じた満足
体験、イノベーションに対する意識の自己分析の違いの３
つの調査から、それぞれの初期採用者と後期採用者の回答
の有意差により、初期採用者と後期採用者の持つ携帯電話
に向けた主観的要素の特定を進めた。その結果、「通信速
度」「カメラ機能」「処理速度」など、スペック・機能の高
さについて、製品から高い満足感を得ていることが特定で
きた。
４．使用体験の伝播によるイノベーション普及への影響
　前述の調査結果から、「通信速度」「カメラ機能」「処理速
度」が、普及への引き金になるかどうか、相対的優位性を
感じるかについてインタビュー調査を行った。その結果、後
期採用者は、新しいイノベーションの動向については理解
しているが、様子見や静観をし、積極的に取り込もうと考
えているわけではない。また、スペックの良さ、機能の盛
り込み、上積みでは、相対的優位性を感じないものと理解
できた。また、不確実性を嫌う特性の強い後期採用者にとっ
ては、いつが成熟したタイミングなのかがわかりづらいも
のになっており、自身に取り込むタイミングを取るハード
ルを高くしていることも窺えた。
５．考察
　初期採用者は、スペックや機能に対し、継続的に肯定的
な成功体験を得ている。一方で、後期採用者は、スペック
の良さ、機能の盛り込み、上積みでは、相対的優位性を感
じてなく、不確実性の除去、成熟した確固たる成功事例・
先行事例を求めている。初期採用者と後期採用者の間には、
キャズム（溝）が確実に存在していることを、本研究で扱っ
た携帯電話を用いた調査にてつかむことができた。
６．まとめ
　本研究では、普及過程曲線の観点から、初期採用者と後
期採用者に分け、それぞれの特性を的確に捉えることに取
り組んだ。人間の主観的要素を特定するUXの観点は、伝
播の可能性を考える上で有効であることを明らかにできた。
技術的イノベーションは進む一方で、使用する人間の主観
的要素を分析することが、普及への足がかりとなり、産業
界においても浮沈の鍵を握るものと考える。持続可能で長
期間に渡る普及のためには、主観的要素を分析する人間科
学のニーズはさらに高まると考える。今後は、追跡調査な
ど調査手法の追究し、UXのさらなる広範的かつ継続的な
研究につなげたい。
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